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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】令和2年10月22日(2020.10.22)

【公開番号】特開2019-193443(P2019-193443A)
【公開日】令和1年10月31日(2019.10.31)
【年通号数】公開・登録公報2019-044
【出願番号】特願2018-84045(P2018-84045)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｍ   7/48     (2007.01)
   Ｈ０１Ｇ   2/10     (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   2/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   4/228    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｍ    7/48     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｇ    2/10     ６００　
   Ｈ０１Ｇ    2/08     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｇ    4/228    　　　Ｊ
   Ｈ０１Ｇ    4/228    　　　Ｑ
   Ｈ０１Ｇ    4/228    　　　Ｓ

【手続補正書】
【提出日】令和2年9月14日(2020.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スイッチング回路部（２０）と、
　該スイッチング回路部に電気的に接続されたコンデンサモジュール（３）と、
　上記コンデンサモジュールと並列接続された付属コンデンサモジュール（５）と、
　上記スイッチング回路部、上記コンデンサモジュール及び上記付属コンデンサモジュー
ルを収容する装置ケース（１２）と、を有し、
　上記コンデンサモジュールは、コンデンサ素子（３１）と、
　該コンデンサ素子を収容するコンデンサケース（３２）と、
　該コンデンサケース内において上記コンデンサ素子を封止する封止樹脂（３３）と、
　上記コンデンサ素子と上記スイッチング回路部のパワー端子とを接続するコンデンサバ
スバー（４）と、を有し、
　上記コンデンサバスバーは、上記封止樹脂の内部において上記コンデンサ素子に接続さ
れる素子接続部（４１）と、
　上記封止樹脂の外部において上記パワー端子と接続される端子接続部（４２）と、
　上記封止樹脂の外部において直流電源に電気的に接続された電源配線（５４）に接続さ
れる電源接続部（４３）と、を有し、
　上記コンデンサバスバーにおける、上記端子接続部と上記電源接続部との間の電流経路
を構成する直流経路部（４４）は、上記封止樹脂の外部に露出しており、
　上記付属コンデンサモジュールは、上記コンデンサバスバーの上記電源接続部に接続さ
れており、
　上記付属コンデンサモジュールは、上記電源接続部に、締結部材（１１）によって着脱
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可能に固定されており、
　上記付属コンデンサモジュールを固定する固定部材（１３５）と、上記締結部材とは、
固定方向が互いに同一である、電力変換装置（１）。
【請求項２】
　上記コンデンサモジュールは、上記コンデンサバスバーとして、上記コンデンサ素子に
おける互いに反対側の電極に接続された正極バスバー（４Ｐ）及び負極バスバー（４Ｎ）
を有し、上記正極バスバーと上記負極バスバーとは、互いの上記直流経路部の一部におい
て、絶縁層（４６）を介して厚み方向に対向配置した対向部（４５）を有し、上記電源接
続部は、厚み方向から見たとき、上記対向部及び上記絶縁層から突出している、請求項１
に記載の電力変換装置。
【請求項３】
　上記対向部は、平板状の本体対向部（４５１）と、該本体対向部から該本体対向部の厚
み方向に立設した立設対向部（４５２）とを有し、上記絶縁層は、一対の上記本体対向部
の間に介在する本体絶縁部（４６１）と、一対の上記立設対向部の間に介在する立設絶縁
部（４６２）とを有し、上記電源接続部は、上記立設対向部から、該立設対向部の厚み方
向に屈曲してなり、上記本体対向部と平行に形成されている、請求項２に記載の電力変換
装置。
【請求項４】
　スイッチング回路部（２０）と、
　該スイッチング回路部に電気的に接続されたコンデンサモジュール（３）と、を有し、
　上記コンデンサモジュールは、コンデンサ素子（３１）と、
　該コンデンサ素子を収容するコンデンサケース（３２）と、
　該コンデンサケース内において上記コンデンサ素子を封止する封止樹脂（３３）と、
　上記コンデンサ素子と上記スイッチング回路部のパワー端子とを接続するコンデンサバ
スバー（４）と、を有し、
　上記コンデンサバスバーは、上記封止樹脂の内部において上記コンデンサ素子に接続さ
れる素子接続部（４１）と、
　上記封止樹脂の外部において上記パワー端子と接続される端子接続部（４２）と、
　上記封止樹脂の外部において直流電源に電気的に接続された電源配線（５４）に接続さ
れる電源接続部（４３）と、を有し、
　上記コンデンサバスバーにおける、上記端子接続部と上記電源接続部との間の電流経路
を構成する直流経路部（４４）は、上記封止樹脂の外部に露出しており、
　上記コンデンサモジュールは、上記コンデンサバスバーとして、上記コンデンサ素子に
おける互いに反対側の電極に接続された正極バスバー（４Ｐ）及び負極バスバー（４Ｎ）
を有し、上記正極バスバーと上記負極バスバーとは、互いの上記直流経路部の一部におい
て、絶縁層（４６）を介して厚み方向に対向配置した対向部（４５）を有し、上記電源接
続部は、厚み方向から見たとき、上記対向部及び上記絶縁層から突出しており、
　上記対向部は、平板状の本体対向部（４５１）と、該本体対向部から該本体対向部の厚
み方向に立設した立設対向部（４５２）とを有し、上記絶縁層は、一対の上記本体対向部
の間に介在する本体絶縁部（４６１）と、一対の上記立設対向部の間に介在する立設絶縁
部（４６２）とを有し、上記電源接続部は、上記立設対向部から、該立設対向部の厚み方
向に屈曲してなり、上記本体対向部と平行に形成されている、電力変換装置（１）。
【請求項５】
　上記コンデンサモジュールと並列接続された付属コンデンサモジュール（５）を有し、
該付属コンデンサモジュールは、上記コンデンサバスバーの上記電源接続部に接続されて
いる、請求項４に記載の電力変換装置。
【請求項６】
　上記付属コンデンサモジュールは、上記電源接続部に、締結部材（１１）によって着脱
可能に固定されている、請求項５に記載の電力変換装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一態様は、スイッチング回路部（２０）と、
　該スイッチング回路部に電気的に接続されたコンデンサモジュール（３）と、
　上記コンデンサモジュールと並列接続された付属コンデンサモジュール（５）と、
　上記スイッチング回路部、上記コンデンサモジュール及び上記付属コンデンサモジュー
ルを収容する装置ケース（１２）と、を有し、
　上記コンデンサモジュールは、コンデンサ素子（３１）と、
　該コンデンサ素子を収容するコンデンサケース（３２）と、
　該コンデンサケース内において上記コンデンサ素子を封止する封止樹脂（３３）と、
　上記コンデンサ素子と上記スイッチング回路部のパワー端子とを接続するコンデンサバ
スバー（４）と、を有し、
　上記コンデンサバスバーは、上記封止樹脂の内部において上記コンデンサ素子に接続さ
れる素子接続部（４１）と、
　上記封止樹脂の外部において上記パワー端子と接続される端子接続部（４２）と、
　上記封止樹脂の外部において直流電源に電気的に接続された電源配線（５４）に接続さ
れる電源接続部（４３）と、を有し、
　上記コンデンサバスバーにおける、上記端子接続部と上記電源接続部との間の電流経路
を構成する直流経路部（４４）は、上記封止樹脂の外部に露出しており、
　上記付属コンデンサモジュールは、上記コンデンサバスバーの上記電源接続部に接続さ
れており、
　上記付属コンデンサモジュールは、上記電源接続部に、締結部材（１１）によって着脱
可能に固定されており、
　上記付属コンデンサモジュールを固定する固定部材（１３５）と、上記締結部材とは、
固定方向が互いに同一である、電力変換装置（１）にある。
　本発明の他の態様は、　スイッチング回路部（２０）と、
　該スイッチング回路部に電気的に接続されたコンデンサモジュール（３）と、を有し、
　上記コンデンサモジュールは、コンデンサ素子（３１）と、
　該コンデンサ素子を収容するコンデンサケース（３２）と、
　該コンデンサケース内において上記コンデンサ素子を封止する封止樹脂（３３）と、
　上記コンデンサ素子と上記スイッチング回路部のパワー端子とを接続するコンデンサバ
スバー（４）と、を有し、
　上記コンデンサバスバーは、上記封止樹脂の内部において上記コンデンサ素子に接続さ
れる素子接続部（４１）と、
　上記封止樹脂の外部において上記パワー端子と接続される端子接続部（４２）と、
　上記封止樹脂の外部において直流電源に電気的に接続された電源配線（５４）に接続さ
れる電源接続部（４３）と、を有し、
　上記コンデンサバスバーにおける、上記端子接続部と上記電源接続部との間の電流経路
を構成する直流経路部（４４）は、上記封止樹脂の外部に露出しており、
　上記コンデンサモジュールは、上記コンデンサバスバーとして、上記コンデンサ素子に
おける互いに反対側の電極に接続された正極バスバー（４Ｐ）及び負極バスバー（４Ｎ）
を有し、上記正極バスバーと上記負極バスバーとは、互いの上記直流経路部の一部におい
て、絶縁層（４６）を介して厚み方向に対向配置した対向部（４５）を有し、上記電源接
続部は、厚み方向から見たとき、上記対向部及び上記絶縁層から突出しており、
　上記対向部は、平板状の本体対向部（４５１）と、該本体対向部から該本体対向部の厚
み方向に立設した立設対向部（４５２）とを有し、上記絶縁層は、一対の上記本体対向部
の間に介在する本体絶縁部（４６１）と、一対の上記立設対向部の間に介在する立設絶縁
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部（４６２）とを有し、上記電源接続部は、上記立設対向部から、該立設対向部の厚み方
向に屈曲してなり、上記本体対向部と平行に形成されている、電力変換装置（１）にある
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　付属コンデンサモジュール５は、コンデンサ素子５１の一対の電極にそれぞれ接続され
た、一対の付属バスバー５４を有する。これらの付属バスバー５４は、コンデンサケース
５２の外側面に延設されている。なお、正極側の付属バスバー５４Ｐは、コンデンサケー
ス５２の開口面５２１から突出して、コンデンサケース５２の外側面に延びている。図１
０には表れていないが、負極側の付属バスバー５４Ｎも同様に、開口面５２１から突出し
て、コンデンサケース５２の外側面に延びている。図２において主として破線にて示すご
とく、付属バスバー５４Ｎは、正極側の付属バスバー５４Ｐと絶縁を保ちつつ厚み方向に
重なってＹ方向に延びるＹ方向延設部５４Ｎｙを有する。また、付属バスバー５４Ｎは、
Ｙ方向延設部５４Ｎｙの一部に重なると共に接続されて、Ｘ方向に延びるように、コンデ
ンサケース５２の外側面に配されたＸ方向延設部５４Ｎｘを有する。本形態においては、
Ｙ方向延設部５４ＮｙとＸ方向延設部５４Ｎｘとが、互いに別部材によって構成されてい
る。
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